
第
45
回
現
代
短
歌
大
賞
授
賞
式
報
告

生
沼
義
朗

方
で
先
日
亡
く
な
ら
れ
た
名
誉
会
員
の

篠
弘
さ
ん
と
来
嶋
靖
生
さ
ん
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
今
ま
で
の

ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
」
と
の

挨
拶
が
あ
り
、
篠
弘
・
来
嶋
靖
生
両
氏

に
対
し
て
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。

　

続
い
て
、
第
四
十
五
回
現
代
短
歌
大

賞
授
賞
式
が
行
わ
れ
た
。
受
賞
対
象
は

小
池
光
歌
集
『
サ
ー
ベ
ル
と
燕
』（
砂

子
屋
書
房
刊
）
な
ら
び
に
過
去
の
全
業

績
で
、
栗
木
京
子
選
考
委
員
長
か
ら
選

考
経
過
の
報
告
と
受
賞
者
紹
介
が
な
さ

れ
た
。
次
い
で
小
島
ゆ
か
り
選
考
委
員

か
ら
「
二
人
の
お
嬢
さ
ん
と
の
交
流
の

歌
は
、
様
々
な
場
面
が
家
族
像
だ
け
で

な
く
一
人
暮
ら
し
の
父
親
と
娘
た
ち
の

静
か
な
ド
ラ
マ
を
立
体
的
に
進
行
さ
せ

て
い
る
。
他
の
人
が
詠
め
ば
平
凡
に
な

り
か
ね
な
い
題
材
も
、
一
言
の
工
夫
で

こ
の
作
者
に
し
か
詠
め
な
い
歌
に
な

る
」と
、
坂
井
修
一
選
考
委
員
か
ら「
受

賞
は
満
場
一
致
で
、
歌
に
面
白
さ
や
人

間
ら
し
さ
が
あ
る
。
一
見
散
文
的
に
見

え
る
歌
も
、
こ
こ
に
至
る
軌
跡
を
考
え

る
と
味
わ
い
深
い
。〈
大
き
な
物
語
〉

の
中
で
生
き
な
い
強
い
意
志
と
複
雑
な

感
情
を
感
じ
た
」
と
の
祝
辞
が
あ
っ
た

（
選
考
委
員
の
う
ち
穂
村
弘
氏
は
欠

席
）。

　

二
〇
二
二
年
十
二
月
二
十
二
日（
木
）

午
後
六
時
よ
り
、東
京
・
神
田
の
学
士
会

館
で
第
四
十
五
回
現
代
短
歌
大
賞
授
賞

式
が
執
り
行
わ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
コ
ロ

ナ
禍
が
収
ま
ら
な
い
た
め
、
二
〇
二
二

年
六
月
の
第
六
十
七
回
定
時
総
会
お
よ

び
第
六
十
六
回
現
代
歌
人
協
会
賞
授
賞

式
同
様
、
マ
ス
ク
着
用
や
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
と
い
っ
た
感
染

対
策
を
講
じ
た
上
で
開
催
さ
れ
、役
員
・

一
般
会
員
お
よ
び
関
係
者
約
八
十
名
の

出
席
を
得
た
。

　

司
会
の
大
松
達
知
氏
が
開
会
を
宣
言

し
、
栗
木
京
子
理
事
長
か
ら
「
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
今
年
も
思
う
よ
う
な
活
動
は

難
し
か
っ
た
が
、
ま
も
な
く
刊
行
さ
れ

る
『
続
コ
ロ
ナ
禍
歌
集
』
は
会
員
の
皆

様
の
お
陰
で
充
実
し
た
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー

と
な
っ
た
。
困
難
な
中
で
も
繋
が
り
が

持
て
た
こ
と
は
希
望
で
あ
り
、
来
年
も

皆
様
の
ご
尽
力
を
お
願
い
し
た
い
。
一

　

出
席
者
を
代
表
し
て
藤
原
龍
一
郎
氏

か
ら
「
小
池
さ
ん
と
私
は
ち
ょ
う
ど

五
十
年
前
の
同
じ
号
の
「
短
歌
人
」
に

初
め
て
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
同
期
で
、

当
時
は
現
在
と
ま
っ
た
く
作
品
傾
向
が

違
い
、
用
語
や
語
法
が
前
衛
短
歌
の
影

響
を
受
け
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
青

春
性
を
脱
却
し
て
成
熟
円
熟
す
る
過
程

を
間
近
に
見
て
き
た
の
で
、
受
賞
は
私

に
と
っ
て
も
大
変
嬉
し
い
」
と
の
祝
辞

が
述
べ
ら
れ
、
受
賞
を
祝
し
た
。

　

小
池
光
氏
へ
栗
木
理
事
長
か
ら
賞
状

と
副
賞
の
授
与
、
受
賞
者
へ
の
花
束
贈

呈
に
続
き
、
受
賞
者
挨
拶
で
は
小
池
光

氏
か
ら
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
織
り
込
み
つ
つ
、「『
バ
ル
サ
の
翼
』

で
現
代
歌
人
協
会
賞
を
受
賞
し
た
の
は

四
十
年
以
上
前
で
、
授
賞
式
が
学
士
会

館
の
今
日
と
同
じ
部
屋
だ
っ
た
こ
と
を

よ
く
覚
え
て
い
る
。
短
歌
を
始
め
て

五
十
年
間
一
度
も
短
歌
を
離
れ
な
か
っ

た
の
は
人
と
の
繋
が
り
、
ひ
い
て
は
短

歌
の
力
だ
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
も
し
ば

ら
く
短
歌
と
つ
き
あ
っ
て
、
ま
た
新
し

い
世
界
を
作
れ
る
よ
う
に
励
み
た
い
」

と
の
ス
ピ
ー
チ
が
あ
っ
た
。

　

今
回
の
新
会
員
紹
介
は
進
行
の
都
合

上
、
栗
木
理
事
長
と
坂
井
副
理
事
長
を

交
え
た
記
念
撮
影
を
先
に
行
い
、
そ
の

後
席
に
戻
っ
た
新
会
員
が
名
前
を
呼
ば

れ
立
礼
す
る
形
で
紹
介
が
な
さ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
二
〇
二
〇
年
と

二
〇
二
一
年
は
新
会
員
紹
介
の
機
会
が

持
て
な
か
っ
た
た
め
、今
回
は
二
〇
二
〇

年
か
ら
二
二
年
ま
で
三
年
間
の
新
会
員

の
う
ち
、
当
日
出
席
の
エ
リ
、
大
西
久

美
子
、
大
森
浄
子
、
古
志
香
、
下
田
裕

子
、
水
門
房
子
、
鈴
木
和
雄
、
鈴
木
陽

美
、
千
種
創
一
、
中
村
敬
子
、
比
留
間

澄
子
、藤
田
久
美
子
、古
澤
り
つ
子
、増

田
啓
子
、
水
野
信
子
、
門
間
徹
子
〔
敬

称
略
・
五
十
音
順
〕
の
十
六
氏
が
紹
介

さ
れ
、
各
年
度
を
代
表
し
て
二
〇
二
〇

年
度
入
会
の
鈴
木
陽
美
、
二
〇
二
一
年

度
入
会
の
古
志
香
、
二
〇
二
二
年
度
入

会
の
大
西
久
美
子
の
三
氏
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

通
常
は
懇
親
会
が
行
わ
れ
る
が
、
今

回
も
状
況
を
鑑
み
て
実
施
が
見
送
ら
れ

た
た
め
一
時
間
ほ
ど
で
式
典
は
終
了

し
、
最
後
に
司
会
者
の
閉
会
挨
拶
で
締

め
く
く
ら
れ
た
。
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